
狂
牛
病

は
英
国
で

と
呼
ば
れ

る
。

は
牛
の
形
容
詞
、

は
海
綿
状
（
ス

ポ
ン
ジ
）、

は
脳
症
を
意
味
し
、
牛
の

大
脳
皮
質
に
ス
ポ
ン
ジ
様
変
化
を
呈
す
る

中
枢
神
経
系
の
疾
患
で
あ
る
。

が

英
国
の
食
肉
市
場
を
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
れ
入

れ
た
の
は
今
回
が
初
め
て
で
は
な
い
。
約

年
前
に
も
同
様
な
牛
に
発
生
し
た
奇
病

が
英
国
で
発
見
さ
れ
、

と
名
付
け

ら
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
畜
産
業
・
食
肉
市

場
を
動
揺
さ
せ
た
。
英
国
の
牛
肉
取
引
量

は
世
界
の
１
％
以
下
の
シ
ェ
ア
に
過
ぎ
な

い
の
に
、
こ
の
様
な
国
際
的
特
に
欧
州
連

合
（

）
と
の
軋
轢
を
生
じ
た
理
由
は

の

感
染

の
可
能
性
に
あ
る
。

大
脳
皮
質
海
綿
状
脳
症
（
ま
た
は
脳
炎
）

は
動
物
に
も
ヒ
ト
に
も
発
生
す
る
が
、
科

学
的
に
感
染
性
が
初
め
て
証
明
さ
れ
た
の

は
一
九
五
一
年
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
獣
医
学

者
シ
ガ
ー
ド
ソ
ン
に
よ
る
羊
の

ス
ク

レ
ー
ピ
ー

と
呼
ば
れ
る
疫
病
で
あ
っ
た
。

こ
の
ス
ク
レ
ー
ピ
ー
の
研
究
が
ヒ
ン
ト
と

な
っ
て
、
ヒ
ト
に
発
生
す
る
奇
病

ク
ル

（
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
原
住
民
に
起
こ
っ
た
）、

ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
（

）
（
先
進
国
に
も
発
生
し
て
い
る
）

等
の
病
因
究
明
に
発
展
し
、
一
九
八

年

代
に
な
っ
て
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
の
プ

ル
ジ
ナ
ー
教
授
に
よ
り

プ
リ
オ
ン

と

命
名
さ
れ
た
蛋
白
質
の
変
性
が
原
因
で
あ

る
と
発
表
さ
れ
た
。
英
国
で
発
生
し
た

は
プ
リ
オ
ン
蛋
白
病
な
の
で
あ
る
。

一
時
的
に
し
ろ

の
話
題
が
こ
れ
程

マ
ス
コ
ミ
で
騒
が
れ
る
理
由
は
、
牛
肉
を

食
べ
る
の
を
や
め
る
の
は
嫌
だ
が

の
様
な
病
気
（
牛
の

）
に
罹
っ
た

ら
た
ま
ら
な
い
と
の
恐
怖
に
よ
る
。
そ
れ

な
ら
ば
英
国
産
の
牛
肉
が
ヒ
ト
が
食
べ
て

ヒ
ト
に
プ
リ
オ
ン
蛋
白
病
が
発
生
す
る
だ

ろ
う
か
。

筆
者
（
神
経
病
理
学
研
究
者
）
の
意
見

で
あ
る
が
、
英
国
産
の
牛
肉
を
食
べ
て
も

（
通
常
の
食
品
と
し
て
消
費
す
る
限
り
、

た
と
え
レ
ヤ
の
ス
テ
ー
キ
と
し
て
食
べ
て

も
）
安
全
で
あ
る
。
し
か
し
、
狂
牛
病
に

罹
っ
た
牛
の
肉
を
擂
り
潰
し
て
エ
キ
ス
に

し
て
腹
腔
内
や
血
管
内
に
注
入
し
た
り
、

ま
た
は

の
牛
の
脳
を

生

で
食

べ
た
り
す
れ
ば
ヒ
ト
の
プ
リ
オ
ン
蛋
白
病

が
発
生
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

（
96
５
月
号
再
掲
）

第

回

医
師

鈴
木

実

保
健
セ
ン
タ
ー
の
設
置
目
的
で
あ
る

学
生
及
び
教
職
員
に
対
す
る
健
康
管
理

と
医
業
を
行
う

た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー

は
一
次
診
療
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

学
校
保
健
法
・
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

き
、
定
期
健
康
診
断
お
よ
び
事
後
措
置
を

充
実
さ
せ
、
保
健
指
導
、
健
康
相
談
、
再

検
査
、
治
療
、
専
門
医
の
紹
介
等
を
行
い
、

各
自
の

健
康

へ
の
自
覚
を
促
す
こ
と

を
指
名
と
し
て
、
本
学
な
ら
で
は
の
各
種

計
画
を
立
案
し
、学
生
・
教
職
員
へ
の

健

康
サ
ー
ビ
ス

を
充
実
さ
せ
る
た
め
努
力

し
て
い
る
。

１
９
９
７
年
度
か
ら
保
健
セ
ン
タ
ー
が

推
進
し
て
き
た
生
活
習
慣
に
対
す
る
指
導

は
、
予
防
医
学
に
対
す
る
学
生
・
教
職
員

の
意
識
の
向
上
と
し
て
着
々
と
効
果
を
あ

げ
て
き
て
い
る
。

特
に
、
学
生
に
対
す
る
健
康
管
理
は
、

指
導
を
継
続
し
た
結
果
、
表
の
よ
う
な
指

導
効
果
が
み
ら
れ
た
。
１
９
９
９
年
度
か

ら
導
入
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
指
導
は
参
加

者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
指
導
効
果
が
よ
り

高
ま
っ
た
。
ま
た
、
教
職
員
に
対
し
て
も
、

よ
り
細
か
く
継
続
的
に
指
導
や
再
検
査
を

行
う
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
治

療
に
つ
と
め
、
勉
学
・
ス
ポ
ー
ツ
・
教

育
・
研
究
・
労
働
意
欲
の
向
上
、
医
療
費

の
削
減
に
繋
が
っ
て
き
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
今
後
は
運
動
療
法

を
加
え
る
等
の
指
導
を
検
討
し
て
い
る
。

昨
今
の
生
活
習
慣
病
の
低
年
齢
化
に
と

も
な
い
、
病
気
の
予
防
、
早
期
発
見
、
治

療
、
環
境
整
備
を
課
題
に
ま
ず
、
予
防
医

保
健
セ
ン
タ
ー
の
保
健
指
導
の
特
徴

内
分
泌
・
代
謝（
肥
満
）指
導
の
基
本
的
な
考
え
方
と
効
果



学
の
観
点
か
ら

健
康

の
基
本
は
食
習

慣
の
見
直
し
と
考
え
、

１
９
９
７
年
４
月
の
学
生
定
期
健
康
診

断
以
降
、
肥
満
度

３
０
％
以
上
の
学
生

（
生
活
習
慣
病
予
備
軍
・
治
療
対
象
者
）

を
対
象
に
次
の
企
画
を
実
施
し
た
。

専
門
医
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
生
活

面
・
栄
養
面
の
集
団
・
グ
ル
ー
プ
指
導

専
門
医
・
管
理
栄
養
士
に
よ
る
生
活

面
・
栄
養
面
の
個
人
指
導

二
次
検
査
の
実
施

前
年
度
指
導
し
た
事
項
に
つ
い
て
指
導

効
果
の
検
証

指
導
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
の
た
め
に
体

重
の
前
年
と
の
比
較

多
摩
校
舎
体
内
脂
肪
計
に
よ
る
体
内
脂

肪
の
測
定
開
始
（
１
９
９
８
年
）

食
品
模
型
か
ら
食
品
の
カ
ロ
リ
ー
量
の

把
握

体
重
（
体
脂
肪
）
や
、
摂
取
カ
ロ
リ
ー

オ
ー
バ
ー
の
認
識

カ
ロ
リ
ー
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
関
係
書

籍
窓
口
設
置
・
貸
し
出
し
開
始
（
１
９

９
８
年
）

ビ
デ
オ
保
健
指
導
開
始
（
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
の
見
直
し
等
の
啓
蒙
）
身
近
な
こ

と
か
ら
健
康
へ
の
関
わ
り
を
指
導

２
０
０
１
年
度
は
前
年
度
を
受
け
て
つ
ぎ

の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
。

１
９
９
７
年
度
以
降
実
施
し
て
い
る
専

門
医
・
栄
養
士
に
よ
る
生
活
面
・
栄
養

面
の
指
導
の
検
証

専
門
医
・
栄
養
士
に
よ
る
生
活
面
・
栄

６
人
、
時
間

分

イ

保
健
婦
・
看
護
婦
に
よ
る
生
活

指
導

４

指
導
効
果
の
検
証

カ
ー
ド
（
ア
ン
ケ
ー
ト
）
に
よ

る
検
証

ア

肥
満
度
の
変
化
で
見
る
学
生
定

期
健
康
診
断
時
の
生
活
指
導
効
果

検
証

イ

ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

生
活
習
慣
の
傾
向
お
よ
び
改
善
に

見
る
生
活
・
栄
養
指
導
効
果
検
証

肥
満
度
の
変
化
で
見
る
栄
養
指
導
効

果
検
証

個
人
血
液
デ
ー
タ
に
見
る
生
活
・
栄

養
指
導
効
果
検
証

５

実
施
結
果

保
健
指
導
対
象
者
（
受
診
者
・
未
受

診
者
・
管
理
・
管
理
外
）

デ
ー
タ
化

肥
満
度
・
体
脂
肪
率
変
化
、
二
次

検
診
結
果
、

カ
ー
ド
集
計

６

課
題

結
果
を
認
識
さ
せ
今
後
に
つ
な
げ
さ

せ
る

効
果
の
検
証

未
受
診
者
に
対
す
る
啓
蒙

健
康
管
理
全
体
の
検
証

疾
病
予
防
と
情
報
提
供
の
強
化

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
機
関
誌
等
）

運
動
習
慣
と
の
関
連
性
の
検
討

養
面
の
グ
ル
ー
プ
指
導
の
充
実

管
理
対
象
外
の
学
生
に
対
す
る
体
内
脂

肪
率
の
測
定
・
指
導
お
よ
び
分
布
図
作

成窓
口
設
置
書
籍
の
充
実

ビ
デ
オ
保
健
指
導
の
充
実

内
分
泌
・
代
謝
保
健
指
導
の
検
証

１
９
９
７
年
度
か
ら
実
施
し
て
き
た
保

健
指
導
の
内
分
泌
・
代
謝
の
管
理
は
、
以

下
の
と
お
り
定
め
実
施
し
て
い
る
。

内
分
泌
・
代
謝
の
管
理
方
法

１

目
的

学
生
生
活
を

健
康

で
か
つ
円
滑
に

送
る
た
め
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早
期

発
見
・
治
療
を
目
的
と
し
て
行
う
。

２

対
象
者

肥
満
度

％
以
上

体
脂
肪
率

男
子

％
・
女
子

％

以
上
（

年
度
か
ら
）

継
続
管
理
者
（
前
年
度
対
象
者
）

３

管
理
方
法

二
次
検
査
（
心
電
図
・
血
圧
・
血
液

検
査
・
胸
部

線
）

ア

肥
満
度

％
以
上

イ

体
脂
肪
率
男
子

％
・
女
子

％
以
上

ウ

継
続
管
理
者
（
前
年
度
有
所
見

者
）

保
健
指
導

指
導
内
容

肥
満
に
つ
い
て
講
義

・
肥
満
と
は

・
生
活
習
慣
と
食
生
活

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
か
ら
見
た
肥
満
の

原
因
分
析

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
努

力
目
標
に
つ
い
て
自
己
採
点

・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
修
正

ア

管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指
導

個
人
指
導

肥
満
度

％
以
上
、
体
脂
肪

率
男
子

％
・
女
子

％
以
上

１
回
あ
た
り

対
象
人
数

１

人
、
時
間

分

グ
ル
ー
プ
指
導

肥
満
度

％
以
上

％
未

満
、
体
脂
肪
率
男
子

％
・
女

子

％
未
満

１
回
あ
た
り

対
象
人
数

５



保健指導の検証
１．2001年度保健指導対象者

保健指導対象者は、定期健康診断時肥満度 30％以上の学生と、前年度対象者（継続管理者）

が保健指導対象者である。肥満度・体脂肪率別対象者を表に示す。

表１ 2001年度内分泌・代謝系保健指導対象者

肥満度（％）
男女 体脂肪率（％）

30未満
30以上
40未満

40以上
50未満

50以上 計

男 子

25未満 16 19 0 0 35
25以上30未満 20 55 10 6 91
30以上35未満 4 56 34 18 112
35以上 0 9 24 38 71

女 子

30未満 1 0 0 0 1
30以上35未満 7 1 1 0 9
35以上40未満 6 6 0 0 12
40以上 4 15 6 7 32

計 58 161 69 69 363

定期健康診断未受診者数 140人

肥満度と体脂肪率を比較すると、男子では両者に相関関係がみられたが女子では肥満度に関

係なく、体脂肪率40％以上の者が多かった。

定期健康診断未受診者の140人は、次年度定期健康診断で経過観察する。

また、健康診断結果2001年度保健指導対象外である肥満度 30％未満かつ体脂肪率男子35％

未満女子40％未満の者は54人だった。

２． カードによる検証

定期健康診断時、肥満度 30％以上の学生と継続管理者に対してアンケート用紙を配布し、

本年度と前年度の肥満度・体脂肪率を記入し、食生活・運動などのライフスタイルに関する質

問に答えさせている。また、体重の増加、減少別にライフスタイルから見た肥満の原因を分析し、

指導している。以下に、その結果を検証する。

肥満度・体脂肪率を １％以下 減少 、 １％未満 不変 、 １％以上 増加 、と分類し

て表に示す。

表２ 2001年度肥満度・体脂肪率変化

肥満度減少 肥満度不変 肥満度増加 計
体脂肪率減少 69 5 7 81

体脂肪率不変 8 8 12 28

体脂肪率増加 15 4 32 51

計 92 17 51 160

表２のとおり、本年度と前年度までの指導を受けた160人のうち92人（58％）は肥満度が減少し、

肥満度・体脂肪率ともに減少した者は69人だった。また、肥満度・体脂肪率ともに増加した者は32

人だった。



表３ 2001年度ライフスタイルアンケート結果

2000年度栄養指導効果

2001年度定期健康診断で2000年度の栄養指導効果をみる。

肥満度の差を10％ずつの変化で表に示す。

栄養指導を受けた者の６割以上は肥満度が 減少 となった。

３．肥満度の変化で見る栄養指導効果検証

栄養指導参加状況

1997年度から実施している栄養指導対象者と参加状況を表に示す。

対象者は定期健康診断受診者である。

1999年度から１回100人を対象とした講義方式の指導（集団指導）から、対象者を１回５、６

人ずつの対話方式のグループ別指導（グループ指導）に変更したので参加率は若干増加した。

なお、2001年度から全員グループ指導とした。

表４ 栄養指導別対象者および参加状況

２年次生以上（247）

１年次生
（92）

大学院生
（24）

本学でこのような指導を
受けたことがある（187）

本学でこのような指導を
受けたことがない（80）

体重減少（117） 体重増加（70） 体重減少（7） 体重増加（53）

はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ はい いいえ

１日３食きちんと
食べる

81 36 47 23 6 1 27 26 79 13 14 10

ゆっくりよく噛ん
で食べる

81 36 34 36 3 4 20 33 38 54 11 13

寝る３時間前は、
何も食べない

74 43 32 38 3 4 18 35 61 31 12 12

間食はしない
（清涼飲料水等を
含む）

51 66 21 49 3 4 15 38 23 69 12 12

肉・魚・野菜等バ
ランス良く食べる

84 33 40 30 4 3 20 33 63 29 16 8

満腹になるまで食
べないようにして
いる

78 39 35 35 3 4 24 29 37 55 14 10

味付けは薄味にし
ている

67 50 34 36 1 6 27 26 35
無回答1

56 15 9

こまめに体を動か
している

72 45 34 36 4 3 24 29 35
無回答1

56 11 13

週に１回は体重の
チェックをしてい
る

69 48 21 49 4 3 13 40 25 67 14 10

年度
指導

個人指導
対 象 者 数
参 加 者 数
参 加 率（％）

71
24
34

73
33
45

140
88
63

125
66
53

集団・
グループ指導

対 象 者 数
参 加 者 数
参 加 率（％）

227
21
9

258
63
24

183
68
37

198
74
37

309
152
49

計
対 象 者 数
参 加 者 数
参 加 率（％）

298
45
15

331
96
29

323
156
48

323
140
43

309
152
49



表５ 2000年度個人指導

表６ 2000年度グループ指導

肥満度 本年度の肥満度 前年度の肥満度

肥満度 40％未満 30％未満 20％未満 10％未満 １％未満 10％未満 20％未満 30％未満 合 計

人 数 2 2 11 11 5 4 1 3 39

計 26 5 8 39

割 合 67％ 13％ 20％ 100％

肥満度 40％未満 30％未満 20％未満 10％未満 １％未満 10％未満 20％未満 30％未満 合 計

人 数 0 3 11 13 1 10 2 0 40

計 27 1 12 40

割 合 68％ 2％ 30％ 100％

４．まとめ

（１）2001年度保健指導対象者は363人である。そのうち54人は栄養指導対象外となった。

（２）2001年度栄養指導対象者は309人で、定期健康診断受診者の1 3％である。

（３）2001年度から栄養指導を１回５、６人を対象としたグループ別指導に変更し、一人あたり

２回ずつ実施した。

指導効果については次年度定期健康診断時に検証する。

（４）体重や体脂肪率の増減の相違は、継続性にあると思われる。今後はさらに栄養学から捉え

た継続性のある指導や、運動習慣との関連に検討を加えたい。


